
５
月
30
日
（
木
）
大
野
議
員
は
、

「
中
学
校
等
避
難
所
空
調
設
備
設

置
工
事
請
負
契
約
の
締
結
」
「
小

学
校
避
難
所
空
調
設
備
設
置
工
事

請
負
契
約
の
締
結
」
の
２
議
案
に

つ
い
て
、
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

中
学
校
の
契
約
は
、
７
校
で
８

億
１
４
０
０
万
円
で
、
契
約
の
相

手
は
「
正
和
・
本
田
特
定
建
設
工

事
共
同
企
業
体
」
、
小
学
校
の
契

約
は
、
５
校
で
５
億
３
９
０
０
万

円
、
契
約
の
相
手
は
「
正
和
・
Ａ

Ｂ
Ｃ
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体
」

で
す
。

大
野
議
員
は
、
総
額
で
約
14
億

円
と
な
る
事
業
を
共
同
企
業
体

の
親
会
社
が
１
社
だ
け
と
な
っ
た

今
回
の
契
約
は
、
多
く
の
市
内
事

業
者
を
育
て
る
と
い
う
観
点
か
ら

は
、
よ
い
状
況
で
は
な
い
こ
と
を

指
摘
し
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

避
難
所
と
し
て
の
学
校
体
育
館

へ
の
空
調
設
備
設
置
は
、
昨
年
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。
国
の
有
利
な

起
債
で
あ
る
「
緊
急
防
災
減
災
事

業
債
」
を
活
用
し
て
、
２
０
２
６

年
３
月
末
の
終
了
を
め
ざ
し
て
い

ま
す
。

桜
川
小
は
完
了
し
、
幸
松
小
、

葛
飾
中
は
他
の
事
業
と
合
わ
せ
て

行
い
ま
す
。

大
野
議
員
は
、
昨
年
は
、
学
校

ご
と
の
発
注
だ
っ
た
が
、
な
ぜ
今

回
は
中
学
校
と
小
学
校
に
分
け
た

だ
け
の
一
括
発
注
に
な
っ
た
の
か

理
由
を
質
し
ま
し
た
。

総
務
部
長
は
、
「
契
約
に
お
い

て
市
内
経
済
の
活
性
化
の
観
点
か

ら
、
市
内
業
者
が
可
能
な
も
の
は
、

優
先
し
て
契
約
し
て
い
ま
す
が
、

今
回
は
12
校
を
分
割
す
る
と
、
技

術
者
の
確
保
が
難
し
く
な
る
こ
と

や
工
事
の
行
程
、
学
校
運
営
の
調

整
を
踏
ま
え
２
本
で
の
発
注
を
行

う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
」
と
答
弁
。

大
野
議
員
は
「
今
年
度
は
、
昨

年
の
業
者
が
ま
だ
工
事
を
行
っ
て

い
る
こ
と
な
ど
の
事
情
が
あ
っ
た

と
の
こ
と
だ
が
、
来
年
度
に
向
け

て
は
多
く
の
業
者
が
入
札
に
参
加

で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
を
工
夫
し

て
い
く
べ
き
」
と
求
め
ま
し
た
。

大
野
議
員
は
、
市
長
に
対
し
て
、

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
を
実

現
し
、
市
内
業
者
育
成
に
尽
力
し

て
い
る
こ
と
を
評
価
し
つ
つ
、
今

回
の
契
約
は
そ
の
流
れ
に
沿
わ
な

い
こ
と
を
指
摘
し
、
市
長
の
契
約

へ
の
考
え
方
や
今
回
の
契
約
へ
の

認
識
を
質
し
ま
し
た
。

市
長
は
、
「
請
負
契
約
は
一
般

競
争
入
札
で
競
争
性
を
確
保
し
適

正
に
行
っ
て
い
ま
す
。
地
元
業
者
、

企
業
の
育
成
を
目
的
に
、
地
元
業

者
が
可
能
な
場
合
は
地
元
業
者
に

発
注
し
て
い
き
た
い
。
入
札
参
加

者
の
実
績
を
も
と
に
、
品
質
、
履

行
の
確
保
は
重
要
と
考
え
て
い
ま

す
。
引
き
続
き
、
公
正
性
や
参
加

機
会
の
均
等
性
を
確
保
し
て
い
き

た
い
。
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。
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共
同
企
業
体
の
親
会
社
が

一
社
に
な
っ
た
理
由
は

公
正
性
、
参
加
機
会
の
均
等
性
を
確
保
（
市
長
答
弁
）

～
工
事
契
約
は
市
内
業
者
育
成
の
観
点
が
重
要
～

市
内
業
者
が
可
能
な
も

の
は
、
市
内
業
者
に
発
注

２０２３年度（現在進行）

＜中学校＞春日部・東・

豊春・豊野

＜小学校＞内牧・武里南

２０２４年度

＜中学校＞武里・大沼・

春日部南・緑・大増・飯

沼・江戸川小中

＜小学校＞粕壁・正善・

藤塚・小渕・川辺

避難所空調設置状況



５
月
26
日
付
し
ん
ぶ
ん
赤
旗

日
曜
版
に
、
「
ル
ポ
無
縁
遺
骨
」

著
者
の
朝
日
新
聞
デ
ジ
タ
ル
企

画
報
道
部
編
集
長
の
森
下
香
枝

さ
ん
の
取
材
記
事
が
掲
載
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

引
き
取
り
手
の
い
な
い
無
縁

遺
骨
が
全
国
の
自
治
体
で
約
6

万
体
に
の
ぼ
り
、
身
元
が
わ
か
っ

て
い
な
が
ら
引
き
取
り
手
の
い

な
い
無
縁
遺
骨
が
９
割
に
も
の

ぼ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。

市
議
団
は
、
春
日
部
市
の
現

状
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、

確
認
し
ま
し
た
。

現
在
、
春
日
部
市
で
は
、
無

縁
遺
骨
を
共
同
墓
地
に
保
管
し

て
い
ま
す
。

近
年
、
家
族
の
つ
な
が
り
の

希
薄
化
等
を
背
景
に
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

無
縁
遺
骨
に
は
、
行
旅
死
亡

人
（
行
旅
死
亡
人
と
は
行
旅
中

に
死
亡
し
、
引
取
者
の
な
い
者

で
住
所
・
居
所
又
は
氏
名
が
分

か
ら
な
い
者
、
死
亡
地
の
市
区

町
村
が
埋
火
葬
を
行
な
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
）
・

身
元
引
受
拒
否
の
方
な
ど
が
お

り
、
行
旅
死
亡
人
の
場
合
は
、

身
元
調
査
の
照
会
を
し
て
も
わ

か
ら
な
い
方
が
大
半
で
す
。
そ

れ
以
外
の
方
は
身
元
は
判
明
し

て
い
ま
す
が
、
親
戚
縁
者
の
い

な
い
方
、
受
け
取
り
手
が
い
な

い
方
と
な
り
ま
す
（
遺
体
の
埋

火
葬
を
行
な
う
者
が
い
な
い
と

き
、
ま
た
は
判
明
し
な
い
と
き

は
、
死
亡
地
の
市
区
町
村
が
こ

れ
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
と
さ
れ
る
）
。

葬
儀
の
費
用
は
、
所
持
金
が

あ
っ
た
場
合
に
は
そ
れ
を
充
当

し
ま
す
が
、
不
足
す
る
分
は
国

の
葬
祭
扶
助
や
自
治
体
が
負
担

を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

赤
旗
記
事
に
よ
れ
ば
、
身
寄

り
の
な
い
人
が
生
前
に
死
後
の

こ
と
を
託
せ
る
、
終
活
支
援
事

業
に
乗
り
出
し
て
い
る
自
治
体

と
し
て
、
神
奈
川
県
横
須
賀
市

が
２
０
１
８
年
か
ら
は
じ
め
た

「
私
の
終
活
登
録
」
事
業
が
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
で
は
、
全
市
民
が

緊
急
連
絡
先
、
か
か
り
つ
け
の

医
師
、
遺
言
書
の
保
管
場
所
や

お
墓
の
所
在
地
な
ど
を
無
料
で

自
治
体
に
生
前
登
録
す
る
こ
と

が
で
き
、
万
が
一
倒
れ
た
り
亡

く
な
っ
た
時
に
も
関
係
者
に
情

報
が
伝
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
東
京
都
豊
島
区
で
も

23
区
初
の
「
終
活
安
心
セ
ン
タ
ー
」

が
開
設
さ
れ
、
緊
急
連
絡
先
や

献
体
の
登
録
先
、
遺
言
書
の
保

管
場
所
な
ど
を
無
料
で
登
録
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
国
に
統
一
的
な
基

準
が
な
い
た
め
、
自
治
体
ま
か

せ
に
な
り
、
制
度
の
な
い
自
治

体
が
多
く
あ
り
ま
す
。

春
日
部
市
も
、
同
様
に
制
度

の
な
い
状
況
で
、
担
当
部
局
が

無
縁
遺
骨
と
な
っ
た
方
の
引
き

取
り
手
探
し
や
、
遺
骨
の
管
理
・

合
祀
な
ど
を
せ
ざ
る
を
得
な
い

状
況
で
す
。

葬
儀
を
家
族
任
せ
で
は
な
く
、

お
金
の
な
い
人
で
も
自
分
の
死

後
の
こ
と
を
生
前
に
選
べ
る
”

葬
送
の
自
由
”
が
保
障
さ
れ
る

春
日
部
に
「
終
活
支
援
事
業
」

制
度
の
創
設
が
必
要
で
す
。
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休
日
の
当
番
医

市立医療センター℡735-1261（土・日・祝の昼間と夜間毎日）内・外小児救急電話相談＃7119
６/９(日)内科系 藤通り大和田内科クリニック（中央2-17-10 昭和ビル2階）TEL048-760-2220 小児科系

浜崎医院（備後西3-8-57）TEL048-745-6000 外科系 分娩館医院（備後西5-4-28）TEL048-739-3883

６/16(日)内科系 桑島内科医院（大枝315）TEL048-735-0001 小児科系 グレース家庭医療クリニック（大

衾610-10）TEL048-718-0107 外科系 舘浦整形外科医院（永沼2230-1）TEL048-746-4832

”
葬
送
の
自
由
”
社
会
で
保
障
を

春
日
部
市
で
も
無
縁
遺
骨
保
管

無
縁
遺
骨
、
市
で
も

増
加
傾
向

春
日
部
に
も

終
活
支
援
事
業
を


